
　
　
　

　
<戸籍６>

除籍謄本

（祖父）※

※は戸籍筆頭者

　　　　　　戸籍謄本を請求します。

（分籍）
父が家督相続

死
亡

出
生

<戸籍５>
除籍謄本
（父）※

（昭和23年戸籍法改正）

　　　　　２．戸籍謄本の請求について

　　　　　　請求する戸籍謄本の種類がご不明の場合は、各市町村役場の戸籍担当者に

平成6年法務省令
による改製

　　　　　　　　

転籍
昭和32年法務省令

による改製

結婚

<戸籍３>
除籍謄本

（被相続人）※

<戸籍4>
改製原戸籍謄本
（被相続人）※

<戸籍１>
全部事項証明
（被相続人）※

<戸籍２>
改製原戸籍謄本
（被相続人）※

　

相続手続きに際して必要な戸籍謄本及び請求方法について

　　　　　１．相続手続きに際して必要な戸籍謄本について

　　　　　　(1)相続手続きに際しては相続人を確定するため、亡くなられた方の「出生から亡くなられる

　　　　　　　　までの連続した戸籍謄本」をすべてそろえる必要があります。

　　　　　　(2)戸籍謄本は、結婚・転籍・養子縁組のほか法務省令による改製により、複数にわたる

　　　　　　いる場合、上記（２）と同様に出生時までさかのぼって転籍前の市区町村役場で

　　　　　　いる場合、転籍前の市区町村で戸籍謄本を請求します。

　　　（３）上記（２）にて請求した戸籍謄本に転籍前の本籍地および戸籍筆頭者が記載されて

　　　≪　手　順　≫

相続手続きに必要な書類について

　　　　　≪出生から亡くなられるまでの連続した戸籍謄本の一例≫
　　　　　　　亡くなられた方の年齢により戸籍謄本の通数は変わります。　　　　　　　　　　 　　　　　　　 

　　　　　　　　ことがあります。

　　　　　　(3)相続人を確定させるために必要となる戸籍謄本の種類についても「戸籍謄本」「除籍謄本」

　　　　　　　　「改製原戸籍謄本」がありますので、戸籍謄本を請求する際にはご注意ください。

　　　　　　　　　➡「相続手続きの為、亡くなった「●●」の出生から亡くなるまでの連続した戸籍謄本

　　　　　　　　　　　が必要です。どの戸籍謄本を請求したらいいでしょうか。」

　　　　　　以下のとおりお尋ねください。

　　　（１）最初に、亡くなられた時の本籍地役場で戸籍謄本を請求します。

　　　（２）上記（１）にて請求した戸籍謄本に転籍前の本籍地および戸籍筆頭者が記載されて

　　　（４）なお、遠隔地の場合の郵便での取り寄せ方法については、各市区町村役場へお問い

　　　　　　合わせください。


